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要 旨 ニ一ドルポイントレースは繊細で華麗な手工レースの一種である。その製作方法については

詳しい専門書もなく，現在では取り組む人もほとんどいない。著者はかねてよりニ一ドルポイントレー

スの作品製作をすることで研究を進めてきたが，本報告では，その製作技法の系統だった分類をし，構

成要素を明らかにし各々の技法効果を把握することを目的とした。 DMC社の「手芸百科事典」より

63種の基礎的なニード、ルポイントレースのかがり技法とつなぎ技法を取り上げ，サンプルの試作を行っ

た。この結果ニ一ドルポイントレースはその構成法から， 63サンフ。ル中17サンプルが面を構成するかが

り技法， 6サンフ。ルが線や面を構成するかがり技法， 16サンプルが線を構成するつなぎ技法と 3分類出

来ることがわかった。ニ一ドルポイントレースの技法は，多様な組み合わせ方により無限に近い表現が

可能であることもわかった。また，これらの技法が作品の中で意図した効果を表現で、きたか，適切な技

法が施されたかについてモチーフ 4点，襟などの作品 3点をあげて検討した。その結果，かがり技法，

つなぎ技法の使い分けをすることにより各々に意図した効果が認められた。

I 緒 E司

透かし模様で構成された白を基調としたレー

スは，その繊細で華麗なイメージと膨大な製作

作業量から，ヨーロッパの王侯貴族らの権勢を

示す服飾品あるいは美術品として多いに愛好さ

れ17世紀には最盛期を記録していた。しかしな

がら手工レースは19世紀初めの機械レースの出

現により衰退の一途をたどった。今日において

は，手工レースは伝統として残そうとする一部

の地域の人々，また数少ない金銭をいとわない

愛好家のための，職人や少数の手芸家達の製作

によるものに限られてきてしまっている。

身の回りの物のほとんどが工業化されてしま

い，高度に複雑で均質なレースを手に入れるこ

*本学講師服飾手芸
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とが可能になった今，膨大な個人の作業量に支

えられた手工レースでのみしか味わうことので

きない温もりある風合いの優雅なレースへの思

いが人々の中にある。

広くレースに関する解説書は数多くあるが，

レースに関わる研究論文は多くない。服装史に

おけるレース美については富樫1)が，手工レー

スの変遷及び概要については田母神2)，3)らが，

機械レースの概要については被服構成の立場か

ら伊沢4)点)らがすでに報告している。しかし

ニ一ドルポイントレースに限った専門書や研究

論文は見あたらない。

著者はかねてより服飾手芸の立場から手工レ

ースのひとつであるニ一ドルポイントレースに

的をあて，主に製作面で研究を進めていた。本

研究では，従来経験的に理解していたニ一ドル

ポイントレースの製作技法の構成要素を分析

しその特徴を把握することを目的とした。



E ニ一ドルポイン卜レースとは

ニード、ルホ。イントレースというのは，手工レ

ースのうち糸のみで、構成された糸レースの一種

である。(表 1) 

その製作に必要な材料は，針と糸のみ(時に

は箱枕状の作業台のピロも使用)である。

針は特別な針ではなく，糸の太さにあった針

穴のものであればよい。

糸は，白色の木綿レース糸又は麻レース糸が

最も良く使用されるが，針穴に通る糸状の素材

であれば使用可能であり，用途により，金糸・

表 1 糸レースの種類

名 称 技 法 器 具

ニード/レポイントレース かがる 針・ピロ

ボビンレース
ねじる・交差す

ボビン・ピロ
る・より合せる

グロッシュレース 編む 鈎針

タッチングレース 結ぶ シャトノレ

テネリプレース 結ぶ・かがる
針(先の曲った特殊

針)台

フィレレース 結ぶ 網針

マクラメレース 結ぶ

クンストレース 編む 棒針

へアピンレース 編 む 鈎針・へアピン編器

銀糸・絹糸・ラメ糸を用いる事もある。

ニードルポイントレースはモチーフとそれを

つなぎ合わせる部分により構成される。モチー

フをつなぐ手段は図 lに示す通り分類すること

が出来た。その事例を図 2に写真で示した。

ニ一ドルポイントレースについて，本研究で

は図 lのうち①のプリッドでつなぎ合わせたニ

一ドルポイントレースを取り上げて進めること

とした。

E ニ一ドルポイントレースの技法分析

1 . 目 的

ニ一ドルポイントレースの作品を製作するに

あたり，その技法効果についての把握を必要と

した。そのため，サンプル製作をすることによ

り，ニ一ドルポイントレースの製作技法の系統

的な分類をし，構成要素を明らかにすることと

した。

2. 方法

1886年に出版されて以後，手芸家の間で古く

から西洋手芸の教則本として愛用されていた

「手芸百科辞典」註①より 63種のニ一ドルポイン

トレースの主たるかがり技法やつなぎ技法につ

いてサンプルを試作した。(写真 No.2'"'-'40)

/ブリッド (例 アルジヤンタンレース(l)-a)

(例ベネチアンレース (2)-b) ，①ブリッドでつなぐ く ピコ付きブリッド

/ 'メッシュブリッド (例 アランソンレース (3)-C) 

モチーフを/ /n'¥-I=f--Ir-，.... J.~.~$ 11'¥ ..;.._ _...-..I.l. "'7 _____  ー織布
-←-②基布にかがりをつける-c:::::::ご了

つなぐ手段 ¥ ー---メッシュ

¥③他のレース技法と組み合わせる(例 背景をボビンレース，図案をニードルポイントレース(4)-d)

図1モチーフのつなぎ合わせ方による分類

a アルジャンタンレース b ベネチアンレース c アランソンレース

図2 モチーフのつなぎ合わせ方の事例
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d ボビンレース+ニ一ドル

ポイントレース



試作条件は以下の通りである。

試作条件

・糸 16番アブローダ一糸(白色)

・針 メリケン針 6号

・サイズ 6x 3 cm (57種)，その他(6種)技

法の性質上，サンプルサイズは 6x 3cmの

規格に合わせられないものが 6種あった。

・土台 透かしの空隙量を確保するための土台

作りは，現物資料註②をそのまま参考にし，

グラシン紙註③， トレッシングペーパー，和

紙 2枚， ミューズコットン 2枚，ブロード

布，シーチング布の計 8枚を重ねてピロとい

う作業台にかがりつけた。(写真 1) 

写真 1 ピロ

表 2 かがり技法ー 1

構 成

構線や面成すをる

主可能葬祭fi
t;、
ヵ:

技法り

写真 2

ダーンドリーフインサ

ーンヨ/

技法名
ホイール

リーフかがり
ラージ スモール

ダーンドリーフ
ダーンドリーフインサーション インサーション

(写真 2

フージホイール スモールホイール
ホ イ ー ル イ ン サ ー シ ョ ン イン(写サ真ーシ3) ョン イン(サ写真ーション

4) 

ビーズステ(ッ写チ真インサーション

ボタンホールスクウェアーイン
サーション

(写真 6) 

ハーフパー(写イ真ン7サ)ーション

写真 5 写真6

ビーズステッチインサーション ボタンホールスクウェアーインサーション
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写真7

ハーフバーインサー
ンヨ/

写真8

チュールステ‘Yチ

写真9 チュールステ‘Yチ(2回かがり)

写真13
チュールピラミット

ステッチ

写真15
チュールステッチ(結

び目っき)

写真14 Vフィリンゲステ "1チ
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写真11

ダブルチュールステ
ッチ

写真12

パーファレィテッド
ネットステッチ

写真10 チュールステッチ(3回かがり)

写真16
ベネチアンフィリン

ゲステッチ

写真18
ベネチアンレースステ‘Yチ

(糸の引きしめがきつい)

写真17 ベネチアンレースステ‘Yチ



写真19 ベネチアンレースステッチ(結び

目付き)

写真23 アランソンレースステッチ

(3回かがり 1田とばし)

写真20 ベネチアンレースステッチ(穴あ

き模様)

写真24 アランソンレースステヴチ

(3回かがり 1固とばし， 6回かがり 1固とぱしのくり返し)

写真21 写真22 写真25 写真26
アランソンレースステッチ メッシュステッチ プレインボタンホールバー ループピユ‘y 卜バー

写真27 写真28 写真29 写真30
ブリオンピコッ卜バー リンゲピコッ卜パー ベネチアンピコッ卜パー ダブルボタンホールパー
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写真31 写真32

オーバーケイストバー ダブルオーバーケイ

プレインプランチイ

ンサーション

ス卜バー

写真38 コラムステ‘Yチ

写真40 ダブルループインサーションステ

ッチ
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写真33

ホイールブランチイ

ンサーション

写真34

クラスターインサー

:..-ヨヨ〆

写真39 シンゲルループインサーションス

テ‘Yチ

表 5 ニ一ドルポイントレースの土台作り

土台用紙 使用目的

グラシン紙
糸のすべりを良くする

図案の保護

トレッシング 油性極細サインベンで図案
"，，_ーノ、。_ー を描く

和 紙
切れにくく丈夫

弾力がありミシンにも強い

ミーズコットン
張りをもたせ，空隙量を確

保する



写真41 土台を作る

写真相芯糸をわたす

3. 結 果

サンプルを試作した結果，ニードルポイント

レースは，その構成法から63サンプル中39サン

フ。ルを表2，3， 4の通り分類づけることが出来

た。ニードルポイントレースは以上のような基
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写真42 輪郭線にミシンをかける

写真44 背景をかがる

礎的技法のみでなく，その多様な組み合わせ方

により，無限に近い表現が可能である。分類づ

けられなかった24サンプルは，基礎技法を発展

的に組み合わせたものであると言える。



写真45 図案内部をかがる

N ニ一ドルポイントレースの製作方法

ニードルポイントレースの製作方法は以下の

通りである。 40番綿レース糸(白色)， 80番麻

レース糸(生成色)，メリケン針 6号 .9号を

使用し，すずらんを図案としたモチーフの製作

を段階的に示す。手法は，ニ一ドルホ。イントレ

ースにおいて最も多用されているかがり技法の

ベネチアンレースステッチとそのパリエーショ

ンを主とし，輪郭はロールステッチを施し立体

感を表現した。

1. 土台を作る(写真41)

① トレッシングペーパーに油性極細サイン

ベンですずらんの図案を描く。

② ミューズコットンの上に和紙，①のトレ

ッシングペーパーの順に重ね，グラシン紙で図

案を覆い計4枚を重ねた。各々の使用目的は表

5に示した。

2. 図案の輪郭線に沿ってミシンをかけるo

(写真42)

ミシン糸は60番シャベスパン(白色)を使用

.ミシン目は少し粗めの2.5，...___3.5mm位とす
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写真46 出来上り

る。

3. 図案の輪郭線上に芯糸をわたす。(写真

43) 

40番綿レース糸を用いて 2. のミシン縫いの

糸をO.7，...___1. 0 cmおきにすくい芯糸とする。芯

糸は始めと終わりの糸を交差させてゆるまない

ようにしておく。

4. 背景をベネチアンレースステッチで埋め

る。(写真44)

花の外側と外郭の楕円の聞をベネチアンレ一、

スステッチで埋める。ベネチアンレースステッ

チとは，表 3に示した通り面を構成するかがり

技法であり， 1段目は左から右へかがり技法で

進み 2段目は右から左へ直線でもどる技法であ

る。

糸の始めは 1，...___2cm芯糸にからげておいて

からかがり始める。糸の終わりは最後の縁取り

の中へくくやらせる。

糸は80番麻レース糸(生成色)，メリケン針 9

号を使用

5. 図案内部をレースかがりするo (写真45)

図案の花はベネチアンレースステッチの間隔

をつめて埋め，葉の部分は同じくベネチアンレ



写真47 i花」のモチーフ(a)

写真相 「ネコ」のモチーフ

ースステッチのパリエーション(間隔をあけた

りつめたりしたもの)で埋める。

6. 縁取り，仕上げをする(写真46)

① モチーフの輪郭，花と葉の輪郭，茎にロ

ールステッチを施す。

② 空隙量を確保するために土台紙から切り
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写真48 i花」のモチーフ(b)

写真50 iカタツムリ」のモチーフ

離す前にスプレー糊をかけ，自然乾燥あるいは

アイロンをかける。

③ 2のミシン縫いの下糸を切り，土台の紙

から切り離し，裏から再度スプレー糊をかけア

イロンで佐上げる。



写真51 i襟」

V ニ一ドルポイントレースのモチーフ

及び作品製作

Eのニ一ドルホ。イントレースの技法分析でか

がり技法とつなぎ技法の分類をしたが，それら

が作品の中で意図した効果を表現で、きたか，適

切な技法が施されたかについて，モチーフ 4

点，作品 3点をあげて検討した。

1. i花Jのモチーフ(a)(写真47)

・使用糸 オリムパス40番綿レース糸(白色

801番)

・使用針 メリケン針 6号

2. i花」のモチーフ(b)(写真相)

・使用糸 オリムパス40番綿レース糸(白色

801番)

・使用針 メリケン針 6号

3. iネコ」のモチーフ(写真49)

・使用糸 オリムパス40番綿レース糸(白色

801番)

・使用針 メリケン針 6号

4. iカタツムリ」のモチーフ(写真50)

・使用糸 オリムパス50番綿レース糸(白色

801番)

・使用針 メリケン針 6号
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5. i襟J(写真51)

1) 製作意図 iTroissiec1es de dentellesJ6) 

の図版からニ一ドルホ。イントレースの中で最も

古典的で基本といわれているベネチアンレース

の襟を参考に，模造復元し，技法による各種の

表現効果を把握する。

2) 方法

・使用糸 オリムパス40番綿レース糸(白色

801番) (芯糸として外郭及び花・葉の輪郭，

茎に使用)オリムパス70番綿レース糸(白色

801番)

・使用針 メリケン針 6号及び 9号

・面構成の技法 ベネチアンレースステッチ，

ベネチアンレースステッチのパリエーショ

ン，ネットフィリングステッチ，ロールステ

ッチ計 4技法

・線構成の技法 リングピコットパー，ベネチ

アンピコットバー，プレインボタンホールパ

一計 3技法

3) 結果

ロールステッチを花の部分に施すことにより

立体感を増し図案を明瞭に表現できた。密度の

高いベネチアンレースステッチの花びらと各種

ネットフィリングステッチにより段階的な透け



写真52 i襟」

写真53 i女児エプロンドレス」
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具合を表現で、きた。またピコ付きプリッドはピ

ロを使用することで空間を確保し，大きさを均

等に仕上げることができた。結果，ベネチアン

レースの襟は技法による表現効果のある作品と

なったと言える。

6. i襟J5) (写真52)

1) 製作意図 古い文献によくあるデージー

の花をアレンジしてモチーフとした。花をひき

たてるようにするため，ダブルチュールステッ

チを用い背景の透かしを多くした。さらに全体

を引き締め襟のアウトラインの役割を持たせる

ために，襟外周りに用いた葉のモチーフには透

かしを少なくした。

2) 方法

・使用糸 オリムパス40番綿レース糸(白色

801番) (芯糸として外郭及び花・葉の輪郭，

茎に使用)オリムパス50番綿レース糸(白色

801番)，約26g使用

・使用針 メリケン針 6号及び 9号

・面構成の技法 ベネチアンレースステッチ，

ベネチアンレースステッチのバリエーショ

ン，ネットフィリングステッチ，ネットフィ

リングステッチのパリエーション，ダブ、ルチ

ューノレステッチ，フラットスパイダーステッ

チ計6技法

・線構成の技法 ロールステッチ，ボタンホー

ルステッチ，ダブ、ルボタンホールステッチ計

3技法

3) 結果 夕、、プルチュールステッチを用いる

ことにより，また襟外まわりの葉のモチーフの

透かしを少なくすることにより当初の目的は達

成できた。

透かしの多い模様なのでピロの使用が作業上

効率的であった。しかし透かしの目を均等に仕

上げるための力加減には相当の難しさを感じ

た。

7. i女児エプロンドレスJ6) (写真53)

1) 製作意図 図案は女児らしく，優しく清

楚なすずらんの花をモチーフとし，ベネチアン

レースステッチのバリエーションとボタンホー

ルステッチによりフラットに表現して背景のベ
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ネチアンレースステッチと同調させることで繊

細なイメージを持たせた。

2) 方法

・使用糸 オリムパス40番綿レース糸(白色

801番) (芯糸として外郭及び花・葉の輪郭，

茎に使用)ベルギー製(ボビンレース用)80 

番麻レース糸(生成色)，約30g使用

・使用針 メリケン針 6号及び 9号

・面構成の技法 ベネチアンレースステッチ，

ベネチアンレースステッチのパリエーショ

ン，ベネチアンフィリングステッチ，ボタン

ホールステッチ計4技法

・線構成の技法 ロールステッチ，ダブ、ルボタ

ンホールパ一計 2技法

3) 結果 ピロを使用することにより背景の

ベネチアンレースステッチを細かく密にかがる

ことができ，意図した繊細な透かし模様という

印象を表現することも出来た。

使用した麻レース糸に張りがあり，空隙量の

確保が比較的容易であり作業能率がはかれた。

古来麻レース糸が最も多く用いられていたのも

このためで、あろうと思われる。

百考察及びまとめ

ニ一ドルポイントレースの製作技法の構成要

素を分析しその特徴を把握することを目的と

して，サンフ。ルの製作及び作品製作を行った。

サンフ。ルを試作した結果，ニードルホ。イント

レースの技法は，面を構成するかがり技法，線

や面を構成できるかがり技法，線を構成するつ

なぎ技法とに 3分類することが出来た。

日本ではニ一ドルホ。イントレースを専門に製

作している人はほとんどいないという状況の中

で，空隙量を確保するための土台作りの資料も

ないため，現物資料を参考に試行錯誤した。そ

の結果，土台作りとして重ねるものは，現物資

料ほどの枚数は不要であることがわかった。そ

のため次のすずらんモチーフ作りでは簡略化し

て4枚としたが特に支障もなく作業することが

出来た。また，広いスペースのかがりの時には



ピロの使用が効率的であり，小さなスペースの

時には使わない方が効率的であることもわかっ

た。

次に，分類した技法の特徴を意図的に反映さ

せたモチーフ 4点，襟などの作品 3点を製作

しその効果を検討した。

その結果，すべての作品において各々意図し

た効果をかなりよく表現することが出来た。

ニ一ドルポイントレースは，技法の多様な組

み合わせ方により無限に近い表現が可能であ

る。さらに，技法を適確に組み合わせることに

より，意図する模様の構成も可能となる。

このようなニ一ドルポイントレースの美しさ

をもっと多くの人々に知ってもらい，身近な服

飾作品として利用してもらうためにも，今後

は，製作技法を記号化するなどして，誰でもが

気軽にニ一ドルポイントレースに取り組めるだ

けでなく，より高度な作品も効率的に作業でき

る工夫をしたし、と考えている。

最後に，本報告をまとめるにあたり，丁寧に

ご指導いただいた上に貴重な資料をお貸し下さ

いました本学服飾手芸研究室 室長市川久美子

教授に心よりお礼申し上げます。また，執筆に

際しご指導下さいました第一被服研究室の佐藤

員知子教授にお礼申し上げます。

註

註①「手芸百科事典」は著者テレーズ・ド・ディル

モンが DMCの協力を得て設立した刺しゅう学校

の教科書として1884年に出版されたノ、ンディタイ

プの本であり，本研究では英語版(出版年不明)

を用いた。

註②ポルトガル領マデ、ィラ島で本学市川教授が入手

した製作の途中段階の作品。現在，当地のレース

学校で実施されているものである。

註③グラシン紙 (glassinepaper) とは亜硫酸パル

プを原料とし，光沢を付けて透明に住上げた薄

紙。
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